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　ここで得られた意見やコメントシートの内容を反映
させる形で、次年度も継続的に実施していければと思
います。
　また、この間進めてきた取組（知見やノウハウ）は、他
部局でも展開可能なものです。全学支援部署の1つとし
て、他部局での支援にもつなげていきたいと思います。

（2） 医学部人間健康科学科での報告
　上記KUROMEでの報告をきっかけに、人間健康科
学科が主催する「第11回 Health Science Cafe（FD
討論会）」（2019年3月22日）において、報告（「教学IR
についてーデータに基づく議論のマスター」山田剛史）
を行いました。次年度への連携・支援につなげていきた
いと思います。

（山田 剛史・勝間 理沙）

Ⅳ. 教育アセスメント

1. 医学部との連携

（1） 医学部教学IRの推進
　2016年度より、医学教育の推進に特化した医学教育・国際化推進センターと、特定の分野に限定しない形で教育改善支援を行う
本センターとが、お互い持つ知識やリソースを提供・共有できるような懇談の場を設けて、様々な話題について情報交換（懇談会）を
行ってきました。
　2018年度は、こうした関係性を基盤に、医学部教学IR（Institutional Research）の試行的運用に着手しました。医学教育・国際
化推進センターと医学部教務課、全学支援組織である教育推進・学生支援部教務企画課教育情報推進室と本センター教育アセスメ
ント室の4者が協働して、医学部における教学IRの取組を進めてきました。
　月に一回程度集まって、教学IRにおけるリサーチクエスチョンを検討し、扱うべきデータや分析の方向性、担当者の役割分担などを
協議してきました。ここで検討してきた成果を、「第23回 京都大学医学部教育ワークショップ（KUROME）」（2018年12月22日、於：
京都ブライトンホテル）において紹介し、部局の先生方と活発な議論を行いました。当日の具体的なプログラムは以下の通りです。

1.趣旨説明とチーム紹介（錦織宏准教授／医学教育・国際化推進センター）

2.IR／教学IRとは何か？（山田剛史准教授／高等教育研究開発推進センター）

3.医学部教学IRについて（錦織宏准教授／同上）

4.医学部教学IRにおけるデータ分析（増井一晃主任／教育情報推進室）

5.京大医学部における留年者の学習特性に関する探索的検討（山田剛史准教授・勝間理沙研究員／同上）

6.質疑応答

(2)KNOTの各コンテンツ
　KNOTは、オープンコンテンツを
高校での補助教材や発展学習のた
めの教材あるいは、進路選択の際の
参考資料としての活用を促すことを
目的としています。そのため、オープン
コンテンツの使い方（図2）や活用事
例の紹介（図3）、オープンコンテンツ
を実際に使った高校生、高校教員へ
のインタビュー（図4）といった多様
な記事が掲載されています。

（鈴木 健雄・河野 亘・田口 真奈） 

(1)KNOTの概要と特徴
　KNOTでは、京都大学が保有するオープン
コンテンツのうち、高校生の使用に適したと思
われるもののみを抽出し、それらをリード文と
ともに分かりやすく紹介しています。主たる利
用者として、高校生や高校教員、留学希望者を
想定しています。コンテンツの多くは、それぞ
れ、「高校生向け」「高校教員向け」「留学希望
者向け（For international students）」で
ソートし、表示することが可能です（図1）。

図1　KNOTのイメージ

KUROMEでの報告の様子

図2　オープンコンテンツの使い方とQ&A

図3　活用事例の紹介記事

図4　高校生、高校教員へのインタビュー

7. 高大接続を促進するためのポータルサイト（KNOT）

　2018年7月1日、本センターは高大接続を促進するためのポータルサイト（KNOT: Kyoto University Nexus for Open educational 
Treasure）を公開しました。同サイトは、教育コンテンツ活用推進委員会（p.27-28参照）のもと構築されたものです。その開発にあたって
は、2017年度総長裁量経費の支援を受けております。
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3. 産学協働イノベーション人材育成協議会との連携

　上述した通り、医学部や教育学部など教育・研究組織との連携を行いつつ、全学的な教育プログラムを実施している組織との連携
にも着手し始めています。
　2018年度は、京都大学が事務局を努める一般社団法人 産学協働イノベーション人材育成協議会（C-ENGINE）と連携し、当該事
業の効果検証のためのツールを開発しました。
　当該事業の中心は「研究インターンシップ」と呼ばれる、主に博士後期課程の大学院生を対象とした教育プログラムです。現在、参
加大学は全16大学（2018年10月現在）、参加企業は全40企業（2018年7月現在）となっています。当該事業の取組の詳細について
は、ウェブサイト（http://www.c-engine.org/）をご覧ください。また、代表理事である本学の北野正雄教育担当理事・副学長に行っ
たインタビューの記事（http://www.highedu.kyoto-u.ac.jp/news/news-844/）も併せて紹介させていただきます。
　具体的には、事務局と定期的にミーティングを重ねながら、博士後期課程の大学院生が研究インターンシップを通じてどのよう
に成長し、能力を身につけたのかを評価するためのツールを開発しました。その際、C-ENGINEが提示している「トランスファラブル
スキル（4領域12の能力）」（by　Vitae）を捉えるルーブリック（日本語版・英語版）（暫定版；下図）を開発しました。受入企業、実施
学生の双方に対して、その意図や手順等を明記した資料も併せて作成しました。C-ENGINEの理事会において様々な指摘を受け
ながら、適宜改良を加えつつ、試行的な実施の段階に入っています。

（山田 剛史）

2. 教育学部との連携（体系的なアセスメントの推進）

　2016年度より、教育アセスメント室では、教育学部における教育の内部質保証および向上支援を行ってきました。主に、以下のよ
うな形で支援を行っています。

（1）独自の学生調査を核とした組織的な教育改善支援
　最初に着手したのが、2016年度からリニューアルされた初年次必修専門科目「教育研究入門Ⅰ・Ⅱ」（前期・後期）の効果検証を行う
ための学生調査（質的・量的）の開発でした。2016年度以降、前期の授業開始時、前期の授業終了時、そして後期の授業終了時の3時
点で調査を実施し、学生の学習実態を把握するとともに、効果検証の結果を踏まえて当該授業の改善支援を行っています。
　また、当該調査には、部局のディプロマ・ポリシー（DP）の項目を盛り込んでおり、さらに高年次対象の調査や卒業時・修了時の調査
も導入し、入学から卒業・修了まで一貫した学生調査を開発・実施しています。

（2）特色入試入学者を対象とした追跡調査の支援
　学部内に設置した特色入試追跡調査ワーキンググループのメンバーとして、特色入試入学者に対するインタビュー調査の実施と分
析に携わっています。2018年度には、特色入試入学者の1回生（3期生）から3回生（1期生）を対象にしたグループインタビューを実
施しました。加えて、上記のアセスメントの分析結果も踏まえつつ、特色入試の効果検証の支援を行っています。

（3）アセスメント結果のフィードバックによる内部質保証の支援
　上記のアセスメントによって得られたデータ分析の結果は、教育研究入門の担当教員や教育学研究科セミナー（研究科全体のFD）
の場で毎年報告し、改善につなげています。これら一連のPDCAサイクル（内部質保証）は、当該研究科の教務委員会や自己点検・評
価委員会等と連携しながら進めています。
　当該部局での支援活動は、他部局においても効果的な教育改善のモデルになり得ると考えています。

（山田 剛史・川内 亜希子）

2018 7 12 17:00-18:00
10

1
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4. MOOC・SPOCのアセスメント

　主に以下の２つの目的から、MOOC・SPOCのアセスメントを行っております。

(1) MOOCのアセスメント

①コースレポートの作成とフィードバック
　本センターでは、アセスメント室が主体となって、
MOOCの講義に関わる様々なデータを収集し、今後の
講義の改善に役立つ調査研究を行っております。後述
のように受講者からデータを集約して、それぞれのコー
スに対してコースレポートを作成しています。このコース
レポートを使って担当教員と議論を行い、次回の開講の
際にどのような改善を加えるかを検討することが目的で
す。
　MOOCのプラットフォームであるedXからは、受講者
情報（年齢、性別、地理的情報など）に加えて、課題への
取り組み、講義ビデオの視聴といった学習者の学習履
歴が提供されます。
　また、講義の受講の前後事でオンラインアンケート調
査を本センターで独自に行っています。このアンケート
調査では、受講の動機、事前の知識、事後のコメントな
どに関するデータを集めています。
　2018年度は、9名の先生に対して、制作チームとアセ
スメントチーム合同でフィードバックを行い、MOOCの
コース改善に資する議論を行ってきました。こうした議
論を経て、専門用語をまとめた資料集の作成や、演習問
題の改善などが今後取り組むべき課題として浮上しま
した。

②Annual Reportの作成
　MOOCの成果を伝える資料として、Annual Report
を作成しています。Annual Reportでは、京都大学で
1年間に開講したコース全体に対して、1)何カ国から、
2)何名が登録し、3)修了証が何部発行されたか、の情
報が一目でわかります。また、社会貢献という観点か
ら、特に発展途上国の教育機会の乏しい人々に対して
どれだけリーチできたかも情報として提示しています。
　これらの統計から、MOOCがこれまでの高等教育の
壁を壊し、教育の機会均等、生涯学習という観点にお
いて極めて魅力的な学習方法であることがわかりまし
た。現在、上記の情報を一望できるマネジメントシステ
ムである”Hawk Eye System”を開発中であり、本セン
ターのMOOCの現状をリアルタイムで把握することが
将来的に期待されています。

①今後のコース改善のため
②学内での普及・拡充のため

Course Report
KyotoUx 003x “The Extremes of Life: Microbes and Their Diversity”

Instructor: Professor Haruyuki Atomi
December 21, 2017 – October 25, 2018

Feedback 2018/12/19
KyotoUx Assessment Team

Center for the Promotion of Excellence in Higher Education, Kyoto University

FOR INTERNAL USE ONLY

コースレポートの構成

コースの基本情報

コースレポートの要約

人口統計学的指標

行動ログに基づく集計

質問紙調査のデータ集計

受講者からのコメント

開講期間など

コースレポートの内容を 1 ページに要約したもの

性別、年齢、地理的情報など

コンテンツのアクセス率、問題への取り組み、成績の分布のグラフなど

Entrance Survey や Ending Survey などコース中で実施した量的データの集計

コースの改善の要望などを一覧にまとめたもの

Learners’ profile (Ctn’d)

Figure 4. Learners’ Geographic Distribution

*Countries were determined by their IP address. 

Table 2. Top 10 countries with the 
largest number of learners

Rank Country name n %
1 United States 596 25.1
2 India 239 10.1
3 United Kingdom 111 4.7
4 Canada 92 3.9

5(=6) Australia 60 2.5
6(=5) Indonesia 60 2.5

7 France 58 2.4
8 Brazil 51 2.2
9 Mexico 50 2.1

10 China 44 1.9

KyotoUx 003x “The Extremes of Life”

Entrance Survey

Figure 9. Motivation for Enrollment

Q2. Motivation for Enrollment in this CourseQ2. Motivation for Enrollment in this Course

KyotoUx 003x “The Extremes of Life”
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①今後のコース改善のため
②学内での普及・拡充のため

Course Report
KyotoUx 003x “The Extremes of Life: Microbes and Their Diversity”

Instructor: Professor Haruyuki Atomi
December 21, 2017 – October 25, 2018

Feedback 2018/12/19
KyotoUx Assessment Team

Center for the Promotion of Excellence in Higher Education, Kyoto University

FOR INTERNAL USE ONLY

コースレポートの構成

コースの基本情報

コースレポートの要約

人口統計学的指標

行動ログに基づく集計

質問紙調査のデータ集計

受講者からのコメント

開講期間など

コースレポートの内容を 1 ページに要約したもの

性別、年齢、地理的情報など

コンテンツのアクセス率、問題への取り組み、成績の分布のグラフなど

Entrance Survey や Ending Survey などコース中で実施した量的データの集計

コースの改善の要望などを一覧にまとめたもの

Learners’ profile (Ctn’d)

Figure 4. Learners’ Geographic Distribution

*Countries were determined by their IP address. 

Table 2. Top 10 countries with the 
largest number of learners

Rank Country name n %
1 United States 596 25.1
2 India 239 10.1
3 United Kingdom 111 4.7
4 Canada 92 3.9

5(=6) Australia 60 2.5
6(=5) Indonesia 60 2.5

7 France 58 2.4
8 Brazil 51 2.2
9 Mexico 50 2.1

10 China 44 1.9

KyotoUx 003x “The Extremes of Life”

Entrance Survey

Figure 9. Motivation for Enrollment

Q2. Motivation for Enrollment in this CourseQ2. Motivation for Enrollment in this Course

KyotoUx 003x “The Extremes of Life”
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（2）SPOCのアセスメント

①コースレポートの作成とフィードバック
　MOOCと同様、SPOCにおいてもコースレポートの作成、コース前後でのアンケート調査を行っております。基本的な構造は、
MOOCのコースレポートと同じですが、SPOCは学内の授業と連動して使われることがあります。そのため、その授業を担当する教員
の要望や目的に応じて、アンケートの評価項目を柔軟に追加・修正しています。例えば、今年度SPOCとして開講したコースの１つは、
対面授業と連動しており、学生が各自でオンライン動画を見て学んだことを活かして授業が行われました。この際に用いられたアン
ケートでは、その科目に対しての「興味・関心」が評価項目として設定されました。この評価項目に対する調査の結果をコースレポート
に記載し、それをもとに担当教員にフィードバックすることで、今回のコースを振り返り、授業改善への方向性を議論することができ
ます。

②教員アンケートの実施
　SPOCを学内で普及させていく上では、学内の教員の協力が欠かせません。そのため、2018年度からSPOCを制作した教員に対し
てのアンケート調査を実施しました。アンケートでは、以下のような項目が用いられました。

　この調査から、SPOCの制作が、教員にとって「自分の授業内容を改めて整理することができる」、「自分の教え方に関して振り返るこ
とができる」という機会になっている、すなわち教員にとってのFDの場となっていることがわかってきました。また、制作は最初に思って
いたほど負担ではなかったというような声も聞かれました。教員から得られたこのようなデータを開示していくことで、今後のSPOCの
普及・拡充へと広めていくことを計画しています。

（長沼 祥太郎・山田 剛史）

Ⅴ. 国際連携

1. 国際シンポジウム「ブレンディッドな次世代高等教育を展望する ―アジアのトップ大学のICT活用教育最前線―」

　北京大学、ソウル大学校、香港科技大学といったアジアのトッ
プ大学から先端的取り組みを先導しているリーダーやアドミニス
トレーターを基調講演者として迎え、2018年3月2日、京都大学
芝蘭会館にて国際シンポジウムを開催しました。
　近年、MOOC・SPOC・OCWやその他のオンライン教材・学習
環境を利用した反転学習やBlended Learningが国内外で進
み、MOOCやオンライン教育を利用した新たな単位・学位・専門
資格の取得システム・制度づくりの動きが活発になっています。我
が国でも、産業分野や労働市場の急激な変化に伴う「社会人の
学び直し」や「リカレント教育」の推進、ICTを利用した新しい教育
方法の戦略的な活用は、大学関係者や産学官のステークホル
ダーにとって喫緊かつ重要な課題となっています。
　本シンポジウムは、各大学の取り組みの事例紹介等を通じ、
ICTや新たな教育方法・環境を利用し、多様な学生の学びをいか
に効果的・効率的に支援できるかを概観し、ブレンディッドな次世

代高等教育の可能性を展望することをめざして企画されました。
講演やパネルディスカッションでは、MOOCの開発や反転学習の
実践、ラーニングアナリティクスに基づくブレンディッド教育カリ
キュラムの開発、マイクロクレデンシャル等の多岐にわたる話題
が、各大学の先進的な実践事例と共に取り上げられました。
　参加者数は86名（学内39名、学外47名）にのぼりました。事
後アンケート（回答者数33名）の結果を見ると、有意義度は平均
4.5（5件法）で、回答者全員から有意義であったという回答が得
られました。自由記述では、「MOOCによる教育と大学における教
育の関係・違いという側面からの話題が大変興味深かったように
思います。時代の流れと現実のカリキュラム作りという視点も考
えさせられた点でした。」「MOOCの教育を作る側および運営す
る側からの展望や課題に関して考えることができ、10年後の社会
の様子を展望することができた点が参考になった。」といった意
見が寄せられました。

Ⅴ
． 

国
際
連
携

　本センターでは、海外の大学教育の研究開発組織や研究者・実践者との交流・共同研究を進め、そのプロセスや成果をシンポジウム、
研究会、書籍などで公開しています。

●制作に至ったきっかけ
●認識の変化：制作における負担、内容理解度に対する不安など
●自身の教授スキルへの影響

プログラム
開会挨拶
 喜多 一（京都大学情報環境機構長・国際高等教育院教授）
講演「京都大学における MOOC・SPOC の現状と展望」
 酒井 博之（京都大学高等教育研究開発推進センター准教授）
講演「京都大学における ICT 活用教育促進の取り組み：教育実践の見える化と共有を通じて」
 田口 真奈（京都大学高等教育研究開発推進センター准教授）
特別講演「ICT によって強化された 2025 年の高等教育を展望する」
 飯吉 透（京都大学教育担当理事補・高等教育研究開発推進センター長・教授）
特別講演（ビデオ出演）「MOOC とブレンディッド・ティーチングの促進：大学と教員としての経験から」
 Xiaoming Li (Head of MOOC initiatives, Peking University, Director,Institute of Network Computing and Information Systems)
休憩
基調講演「香港大学におけるテクノロジー活用学習」 
 Ricky Yu-Kwong Kwok (Associate Vice-President (Teaching and Learning), University of Hong Kong)
基調講演「ソウル大学におけるブレンディッド・ラーニング」
 Cheolil Lim (Professor, Department of Education, Seoul National University, President, Korean Society for Educational Technology)
基調講演「MOOCs を越えて：挑戦と好機」 
 Ting Chuen Pong (Senior Advisor to the EVPP (Teaching Innovation & E-learning), Director, Center for Engineering Education,
  Hong Kong University of Science and Technology)
休憩
パネルディスカッション 
 モデレーター：松下 佳代（京都大学高等教育研究開発推進センター教授）　指定討論者：喜多 一
 パネリスト：Xiaoming Li, Ricky Yu-Kwong Kwok, Cheolil Lim, Ting Chuen Pong, 飯吉 透
閉会

13:30 ～

13:35 ～

13:50 ～

14:05 ～

14:25～

14:40～
14:55～

16:10～
16:25～

17:45

（河野 亘・飯吉 透）

・国際シンポジウム：http://www.highedu.kyoto-u.ac.jp/wp-content/uploads/2018/02/20180302.pdf

※Kwok 教授の基調講演は諸事情により中止となりました。




